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◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

４
月

２
日

( 土
) ～

３
日

( 日
) 

◇
参

加
者

；
青

木
宏

充
( １

泊
２

日
）
、

梶
野

照
雄

( ２
日

日
帰

り
）

２
名

。
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月月 月月
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日日 日日
（（ （（
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霧
雨

霧
雨

霧
雨

霧
雨
 
 

 
 

 

先
週

、
青

木
さ

ん
が
「

荷
物

、
運

ぶ
で

」
と

言
っ

て
く

れ
た

の
で

、
6
0
㎝

以
下

の
パ

ー
ツ

を
宅

配
便

で
青

木
宅

宛
に

送
っ

た
。

３
日

の
山

行
の

際
に

組

み
立

て
を

行
う

つ
も

り
だ

っ
た

が
、

松
本

さ
ん

か
ら

延
期

の
連

絡
が

入
る

。

天
気

予
報

を
見

て
、

２
日

に
行

く
こ

と
に

し
た

。
 

 
 

 
 

 

太
尾

登
山

口
で

 
 

 
 

 
 

 
千

丈
平

で
 

 
 

 
 

か
く

し
水

は
出

て
い

た
 

 西
吉

野
付

近
で

車
を

止
め

、
朝

ド
ラ

の
最

終
回

を
見

る
。

午
前

９
時

４
０

分
に

登
山

口
着

。
旭

口
で

は
良

い
お

天
気

だ
っ

た
が

、
林

道
を

登
る

に
つ

れ

て
ガ

ス
の

中
と

な
り

、
登

山
口

で
は

霧
雨

が
降

っ
て

い
る

。
ど

う
や

ら
標

高

の
高

い
部

分
は

雲
の

中
に

入
っ

て
い

る
よ

う
だ

。
 

準
備

を
し

て
出

発
す

る
。

尾
根

へ
出

る
と

強
い

東
か

ら
の

風
で

、
肩

に
か

け
た

1
9
5
㎝

の
材

木
が

あ
お

ら
れ

、
一

瞬
体

が
ふ

ら
つ

く
。

 

不
動

木
屋

登
山

口
分

岐
、

古
田

の
森

で
小

休
止

、
千

丈
平

で
か

く
し

水
を

確
認

に
行

く
。

１
０

日
前

に
は

ま
だ

雪
に

埋
も

れ
て

い
た

が
、

雪
解

け
が

進

み
勢

い
よ

く
水

が
出

て
い

た
。

 

深
仙

宿
ま

で
の

ト
ラ

バ
ー

ス
ル

ー
ト

に
は

、
新

し
い

笹
刈

の
跡

が
見

ら
れ

、

一
目

で
青

木
さ

ん
の

作
業

跡
だ

と
わ

か
る

。
 

１
２

時
を

少
し

過
ぎ

て
、

青
木

さ
ん

先
着

の
深

仙
宿

に
到

着
。

 

灌
頂

堂
に

あ
る

脚
立

を
出

し
て

小
屋

に
向

か
う

。
 

 

 
 

 
 

 

笹
刈

の
跡

 
 

 
 

 
 

伊
富

喜
行

者
石

碑
で

 
 

 
 

 
深

仙
宿

到
着
 

 小
屋

に
着

く
の

と
同

時
に

、
順

峰
の

女
性

２
名

が
到

着
す

る
。

 

玉
置

山
、

行
仙

、
持

経
と

泊
ま

っ
て

、
今

日
は

楊
枝

宿
ま

で
だ

そ
う

だ
。

 

青
木

さ
ん

は
、

時
間

や
ル

ー
ト

に
つ

い
て

ア
ド

バ
イ

ス
。

２
人

は
立

っ
た

ま
ま

パ
ン

を
ち

ぎ
っ

て
食

べ
て

い
る

の
で

、
昼

食
に

持
っ

て
き

た
巻

き
寿

司

を
一

切
れ

ず
つ

食
べ

て
も

ら
う

。
 

帰
り

が
遅

く
な

る
こ

と
も

予
想

し
、

食
料

は
余

分
に

持
っ

て
来

て
い

た
の

で
、

も
う

少
し

食
べ

て
も

ら
っ

て
も

よ
か

っ
た

か
な

ー
と

思
っ

た
。

 

 



 2 

 
 

 
 

 

順
峰

の
２

名
 

 
 

 
 

青
木

さ
ん

、
ア

ド
バ

イ
ス

 
 

 
囲

炉
裏

の
縁

を
割

る
 

 そ
の

後
、

も
う

一
名

が
到

着
。

昨
年

行
仙

宿
小

屋
に

泊
ま

っ
た

そ
う

で
、

青
木

さ
ん

も
思

い
出

し
た

よ
う

だ
っ

た
。

 

ハ
ン

マ
ー

と
タ

ガ
ネ

を
出

し
、

ド
ア

が
引

っ
か

か
っ

て
い

る
囲

炉
裏

の
縁

と
土

間
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
、

青
木

さ
ん

と
交
代

し
て
割

る
。

 

ド
ア

は
９

０
度

ま
で
開

く
よ

う
に

な
り

、
囲

炉
裏

が
外

か
ら

見
え

る
よ

う

に
な

っ
た

の
で

、
煙

の
抜

け
が
多

少
良

く
な

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
丁
番

の

取
り

付
け
位

置
の
関
係

で
、

こ
れ

以
上

は
開

く
こ

と
が

出
来

な
い

。
 

青
木

さ
ん

は
１

３
時

前
に
ヘ
ッ
ジ

ト
リ

マ
ー

を
持

っ
て

、
太

古
の
辻
方
面

の
笹

刈
に

出
発

。
私

は
ア

ル
ミ

ア
ン
グ

ル
の

組
み

立
て

を
始

め
る

。
前

回
は

パ
ー

ツ
の

順
番

を
間
違
え

て
し

ま
っ

た
た

め
、

今
回

は
全

て
の

パ
ー

ツ
に
番

号
を

付
け

た
。

 

組
み

立
て

は
順
調

に
進

み
、
梁

か
ら

降
ろ

し
た
板

の
掃
除

を
す

る
。
長

年

置
い

て
あ

っ
た

の
で

、
煤

や
ほ

こ
り

で
真

っ
黒

に
な

っ
て

い
た

。
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク

の
ヤ

ス
リ

で
擦

っ
て

あ
る
程
度

は
落

ち
た

が
、
濡

れ
た
手

で
触

る
と

、

手
が
黒

く
な

る
。
次

回
、
塗
装

す
る

こ
と

を
考
え

て
い

る
。

 

寸
法

を
測

っ
て
ノ

コ
で

切
断

、
木

ネ
ジ

で
裏

か
ら
固
定

し
て
増
床
完
了

。
 

足
を
若
干

切
っ

て
高

さ
を
調
整

し
て
完

成
。

 

 
 

 
 

 

直
角

に
開

く
 

 
 

 
 

 
組

み
立

て
中

 
 

 
 

 
 

 
床

板
の

清
掃
 

 散
ら
ば

っ
た
工
具

を
集

め
て

、
用
意

し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
器
具

を
取

り
付

け

る
。
南
側

に
３
個

、
東

西
に

１
個

ず
つ

、
５
個

を
取

り
付

け
た

。
 

邪
魔

に
な

ら
な

い
よ

う
、
高

い
位

置
に

付
け

た
の

で
、
照
明
効
果

は
少

し
落

ち
る

か
も

し
れ

な
い

。
 

 
 

 
 

 

ア
ン

グ
ル

完
成

 
 

 
 

寸
法

を
計

っ
て

切
断

 
 

 
 

 
 

増
床

完
成
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用
意

し
た

Ｌ
Ｅ

Ｄ
照

明
 

 
 

 
 

 
 

 
 

取
付

け
状

況
 

本
日

予
定

し
た

作
業

は
す

べ
て

終
了

。
時

間
も

想
定

し
て

い
た

３
時

間
以
内

に
終
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

笹
刈

に
出

か
け

た
青

木
さ

ん
は

ま
だ
戻

っ
て

こ

な
い

の
で

、
書

置
き

を
し

て
１
５

時
に

小
屋

を
後

に
す

る
。

 

霧
雨

は
ま

だ
止

ま
な

い
。
千

丈
平

を
過

ぎ
る

と
相
変

わ
ら

ず
の

強
い

風
で

、

傘
を

さ
し

た
り
畳

ん
だ

り
が
続

く
。

不
動

木
屋

登
山

口
分

岐
ま

で
休

ま
ず
歩

き
、

１
７

時
１
５

分
に

登
山

口
に
戻

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

外
か

ら
見

通
し

だ
 

 
 

 
帰

り
道

、
千

丈
平

で
 

 
 

 
 

 
下

山
 

今
回

で
増
床
工
事

は
終
了

。
同
じ
方
法

で
床

を
増

や
す

と
、

小
屋
内

で
の
移

動
が

不
自
由

に
な

る
。

こ
れ

以
上

の
増
床

は
、

２
段
ベ
ッ

ド
に

す
る

し
か

な

い
と

思
わ

れ
る

が
、

木
材

の
搬

送
は
重

く
て

か
さ
ば

る
の

で
、

で
き

れ
ば

や

り
た

く
な

い
。

 

前
回

、
材

木
( 各
５
㎏

) を
荷
揚
げ

し
て

い
た

だ
い

た
山

口
、
塩
川
両
氏

と
 

今
回

も
ア

ン
グ

ル
の
大
半

(4
.7
㎏

) を
運

ん
で

い
た

だ
い

た
青

木
氏

に
感
謝

申
し
上
げ

ま
す

。
 

 4
月

2
日
（

土
）

 

0
9
：

4
0
太
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登

山
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0
9
：

4
5
→

1
1
：

2
8
千

丈
平

1
1
：

3
8
→

1
2
：

0
7
深

仙

小
屋
・

昼
食
→

作
業

1
5
：

0
0
→

1
6
：

3
7

不
動

木
屋

登
山

口
分

岐
1
6
：

4
2

→
1
7
：

1
5
太

尾
登

山
口

。
 

( 記
 

梶
野

) 
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人
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人
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人
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台
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台
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台
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 ４４ ４４
月月 月月
２２ ２２
日日 日日
（（ （（
土土 土土
）） ））
霧
雨

霧
雨

霧
雨

霧
雨
 

 
午

前
６

時
出

発
 

８
時

１
５

分
登

山
口

着
 

登
山

口
の

ト
イ
レ

は
ま

だ
 

鍵
が

か
か

っ
て

い
る

。
 

８
時

３
０

分
ス

タ
ー

ト
、
１

１
時

３
０

分
小

屋
着

。
 

 
 

今
回

は
、

１
泊

分
の

荷
物

と
 
台

の
ア

ル
ミ

ア
ン
グ

ル
＋
ヘ
ッ
ジ

ト
リ

マ
ー

＋
予

備
バ
ッ
テ

リ
ー

４
個

 
→

 
→

 
→

 
重

い
。

 

早
目

の
昼

食
。

梶
野

さ
ん

到
着

後
、

バ
リ
カ

ン
と

バ
ッ
テ

リ
ー

を
持

っ
て

出
発

。
蘇
莫
岳
・

仙
人
舞
台
石

を
過

ぎ
、

下
っ

た
所

ま
で

笹
刈

し
、
折

り
返

し
小

屋
に

向
か

う
。

ず
～

～
～

っ
と

霧
雨

。
 

１
５

時
３

０
分

小
屋

着
。

す
で

に
梶

野
さ

ん
は

帰
路

に
、

小
屋

に
は

い
な

い
。

 
香
精

水
に

水
汲

み
。
申

し
分

の
な

い
水
量

。
 

 
 

 
試

し
に
薪

を
焚

い
て

み
た

。
扉

が
完
全

に
半
開

で
き

る
の

で
、
煙
抜

け
は

前
よ

り
格
段

に
い

い
が

、
依
然

と
し

て
煙

く
涙

が
・
・
・

。
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窓
の
取

付
け

に
期
待

す
る

こ
と
大

で
す

。
 

 

あ
と

、
台

の
下

に
ゴ
ム

引
い

た
ら

ど
う

で
す

か
？
安
定

す
る

と
思

い
ま

す
。

 

夕
食

後
、

２
０

時
就
寝

。
夜
半

か
ら

本
格
的

な
雨

。
 

 

４４ ４４
月月 月月
３３ ３３
日日 日日
    
雨雨 雨雨
    
小
屋
内

小
屋
内

小
屋
内

小
屋
内
００ ００
℃℃ ℃℃
    
 

６
時
起
床

。
強

雨
！

 
前

日
に

作
業

を
し

て
正

解
で

し
た

。
朝

食
後

、
清
掃

し
て

８
時

出
発

。
登

山
口

１
０

時
１
５

分
着

。
 

 

 
誰

に
も
会

わ
ず

。
た

だ
１
台
駐

車
あ

り
。

 

 
五
条
市

に
１

１
時

３
０

分
着

。
あ

ま
り

に
も

時
間

が
早

い
の

で
、

以
前

か

ら
気

に
な

っ
て

い
た
五

新
線

の
跡
地

へ
。

 

２
時

間
ぐ

ら
い

か
け

て
歩

い
た

り
車

で
移

動
し

た
り
…

 
。

な
ん

か
立
派

な

神
社

も
あ

っ
て

り
し

て
。
（
記

 
青

木
）

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仙
人

舞
台

石
の

道
標

 
 

 
笹

刈
後

の
奥
駈

道
 


